
▼
事
業
仕
分
け

5

23
年
度
実
施
の
予
定
及
び
内
容

は
、
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

6

２
班
体
制
で
３
日
間
を
予
定
し

て
い
る
が
、
内
容
は
未
定
で
あ
る
。

▼
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

5

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
目
的
、
設

置
場
所
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対

策
へ
の
考
え
方
は
。

6

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
の
被
害
が
出
て
い
る
ひ
っ
た
く

り
へ
の
対
策
と
し
て
設
置
し
、
設
置

場
所
は
柏
警
察
署
と
協
議
す
る
。
ま

た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
と
し

て
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
ま
で
に
本
市

が
管
理
運
用
規
程
を
定
め
る
。

▼
財
源
確
保

5

財
源
確
保
及
び
将
来
の
地
方
税

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

6

現
在
の
住
民
税
の
所
得
割
分

10
％
の
う
ち
、
市
の
分
が
６
％
、
県

の
分
が
４
％
で
あ
る
。
本
市
は
中
核

市
で
あ
り
、
県
の
事
務
も
一
部
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中
核

市
市
長
会
を
通
じ
て
こ
の
案
分
比
率

の
見
直
し
を
要
望
し
て
い
く
。

▼
震
災
関
連

5

今
回
の
震
災
に
よ
り
、
県
の
予

算
案
等
に
組
み
替
え
等
が
な
さ
れ
た

場
合
、
本
市
の
23
年
度
予
算
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

6

先
日
県
よ
り
、
ど
の
程
度
の
被

害
が
生
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
聞
き

取
り
が
行
わ
れ
た
。
今
後
、
県
か
ら

の
補
助
等
が
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
確
認
を
し
て
い
き

た
い
。

▼
市
民
大
学
事
業

5

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。

6

市
民
で
構
成
さ
れ
る
委
員
と
職

員
で
検
討
委
員
会
を
開
い
て
お
り
、

今
年
の
秋
に
開
校
の
予
定
で
あ
る
。

地
域
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
人
材

の
発
掘
を
目
的
と
し
て
い
る
。

▼
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

5

整
備
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
、
防
災
の

拠
点
に
な
る
の
か
。

6

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
町
会
の

集
会
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

今
回
の
震
災
で
も
特
に
地
区
災
害
対

策
本
部
の
機
関
と
し
て
指
定
は
し
て

お
ら
ず
、
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
位

置
づ
け
は
し
て
い
な
い
。

5

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画

に
つ
い
て
、
要
綱
が
改
正
さ
れ
る
が

旧
要
綱
と
の
違
い
は
。

6

補
助
金
の
限
度
額
が
80
％
だ
っ

た
の
を
50
％
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
上
限
額
も
減
ら
す
予
定
で
あ

る
が
、
３
年
ほ
ど
の
経
過
措
置
を
講

じ
る
方
針
で
あ
る
。

▼
保
育
料

5

市
川
市
の
保
育
料
階
層
区
分
は

細
か
く
分
か
れ
て
い
る
。
本
市
も
階

層
区
分
を
も
っ
と
細
か
く
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

6

保
育
料
の
階
層
区
分
に
つ
い
て

は
、
各
自
治
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
区
分

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
が
他
市
と
比

べ
非
常
に
少
な
い
状
況
で
は
な
い
が
、

社
会
経
済
状
況
に
合
わ
せ
て
見
直
し

て
い
く
。

▼
防
災
福
祉
Ｋ
―
ｎ
ｅ
ｔ

5

今
回
の
地
震
で
Ｋ
―
ｎ
ｅ
ｔ
は

ど
の
程
度
機
能
し
た
の
か
。

6

Ｋ
―
ｎ
ｅ
ｔ
は
２
８
５
町
会
、

５
２
１
６
名
が
登
録
し
て
お
り
、
地

震
発
生
直
後
か
ら
対
応
し
た
。
短
時

間
で
全
町
会
を
確
認
で
き
た
地
域
が

２
カ
所
あ
っ
た
が
、
地
震
発
生
後
24

時
間
経
過
し
て
も
、
ま
っ
た
く
確
認

が
で
き
て
い
な
い
地
域
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
生
命
の
危
険
が
高
く
な
る
と

い
わ
れ
る
72
時
間
に
近
づ
い
て
い
る

が
、
16
・
５
％
が
未
確
認
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
確
認
で
き
な
か
っ
た

原
因
な
ど
を
検
証
し
て
い
く
。

▼
柏
北
部
中
央
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業

5

県
に
と
っ
て
も
負
担
に
な
っ
て

お
り
、
財
政
的
な
観
点
か
ら
も
こ
の

区
画
整
理
事
業
は
見
直
す
べ
き
で
は
。

6

全
体
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
関

係
事
業
者
や
地
権
者
と
の
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

5

保
険
年
金
課
の
窓
口
等
業
務
委

託
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
施
策

な
の
で
、
各
議
員
に
中
間
報
告
を
含

め
て
報
告
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る

が
。

6

業
務
委
託
の
実
施
後
、
当
局
で

評
価
を
行
う
。
委
託
を
続
け
る
場
合

に
は
継
続
費
が
必
要
な
の
で
、
議
会

に
お
い
て
予
算
の
審
議
も
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
る
。

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計

5

基
準
外
一
般
会
計
の
繰
出
金
に

つ
い
て
、
明
確
な
運
用
ル
ー
ル
や
算

出
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

へ
の
改
善
策
は
。

6

下
水
道
整
備
に
は
汚
水
管
工
事

と
雨
水
管
工
事
が
あ
る
が
、
雨
水
に

つ
い
て
は
公
費
負
担
で
、
汚
水
に
つ

い
て
は
基
本
的
に
使
用
料
の
収
益
で

整
備
も
維
持
管
理
も
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
今
時
点
で
、
汚
水

に
つ
い
て
は
使
用
料
の
対
象
と
し
て

は
７
割
程
度
し
か
回
収
で
き
て
お
ら

ず
、
特
別
会
計
の
中
に
繰
入
金
が
入

っ
て
く
る
。
基
準
外
一
般
会
計
の
繰

出
金
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の

見
直
し
と
今
後
設
備
の
更
新
費
用
に

つ
い
て
も
コ
ス
ト
と
し
て
入
れ
て
い

く
と
い
っ
た
点
に
よ
り
、
改
善
を
図

っ
て
い
く
。

▼
公
設
総
合
地
方
卸
売
市
場
事
業
特

別
会
計

5

公
設
市
場
民
間
活
力
導
入
可
能

性
調
査
に
つ
い
て
、
調
査
の
内
容
に

よ
っ
て
は
移
転
を
や
め
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
か
。

6

可
能
性
調
査
で
可
能
で
な
い
と

の
結
果
が
出
た
場
合
に
は
、
現
市
場

で
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

5

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
お
け

る
医
療
保
険
料
が
ふ
え
て
い
る
と
い

う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

6

保
険
料
が
ふ
え
て
い
る
の
は
、

基
本
的
に
は
加
入
者
が
ふ
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

▼
水
道
事
業
会
計

5

特
別
損
失
の
と
こ
ろ
の
過
年
度

損
益
修
正
損
に
つ
い
て
、
前
年
よ
り

約
１
０
０
万
円
安
く
見
積
も
っ
て
い

る
理
由
は
。

6

料
金
収
入
の
う
ち
、
５
年
間
を

過
ぎ
る
と
不
納
欠
損
で
処
理
し
て
い

る
が
、
不
納
欠
損
の
額
が
毎
年
少
し

ず
つ
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が

要
因
で
あ
る
。

5

23
年
度
予
算
の
中
で
、
石
綿
管

の
改
良
事
業
が
あ
る
が
、
ど
の
程
度

予
定
し
て
い
る
の
か
。

6

石
綿
管
の
改
良
事
業
に
つ
い
て

は
、
22
年
度
３
月
末
で
ほ
ぼ
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。
北
部
地
域
の
区
画

整
理
事
業
地
の
中
に
一
部
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
水
道
管
の
埋

設
の
と
き
に
か
え
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

かしわ市議会だより（５）平成23年５月１日 第187号

2 3 年 度
予 算 審 議

一般会計 1,129億2千万円
11特別会計、病院・水道会計は総額約865億9,800万円

地方消費税交付金 
34億（3．0％） 

地方交付税 
40億5,000万円（3．6％） 

市債 
95億7,900万円（8．5％） 

市債 
95億7,900万円（8．5％） 

国・県支出金 
228億9,600万円 
（20．3％） 

市税 
613億5,700万円 
（54．3％） 

総務費 
85億5,500万円（7．6％） 

衛生費 
108億1,800万円 
（9．6％） 

土木費 
135億2,100万円 
（12．0％） 

公債費 
137億800万 
（12．1％） 

民生費 
423億1,700万円 
（37．5％） 

教育費 
140億3,200万円 
（12．4％） 

国・県支出金 
228億9,600万円 
（20．3％） 

その他 
（分担金・負担金） 
15億1,600万円 
（1．4％） 

繰越金 
15億円（1．3％） 

繰入金 
17億6,500万円 
（1．6％） 

地方譲与税 
8億8,000万円（0．8％） 地方特例交付金 

6億5,500万円（0．6％） 

その他交付金 
7億7,000万円 
（0．6％） 

 

市税 
613億5,700万円 
（54．3％） 

諸収入 
24億2,500万円 
（2．1％） 

使用料及び手数料 
21億2,700万円 
（1．9％） 

歳入合計 
 

112,920百万円 

歳出合計 
 

112,920百万円 

消防費 
58億6,700万円（5．2％） 

総務費 
85億5,500万円（7．6％） 

衛生費 
108億1,800万円 
（9．6％） 

土木費 
135億2,100万円 
（12．0％） 

公債費 
137億800万 
（12．1％） 

商工費 
21億400万円（1．8％） その他（議会費等） 

19億9,800万円（1．8％） 

民生費 
423億1,700万円 
（37．5％） 

教育費 
140億3,200万円 
（12．4％） 

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

公
営
企
業
会
計
予
算

今定例会では、市長から提案さ

れた23年度一般・特別・公営企

業会計予算について、本会議や

委員会で慎重な審議を行いまし

た。

平成23年度 一般会計 当初予算

〈 歳 出 〉

〈 歳 入 〉

柏駅周辺の雨水を貯留・処理する篠籠田貯留場

ふるさとセンター


